
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習活動 指導上の留意点 

導入 
 
 

 

災害が起こったと

きに命を救う仕事に

ついて発表する。 

・阪神・淡路大震災、東日本大震災の救助活動の写真等を活用

し、命を救う様々な仕事について想起させる。 

 
展開 

 

 
命を救う仕事にか

かわる人の活動や思

いについて話し合う。 
 
 
 

「阪神・淡路大震災

のときに多くの命を

救った地いきの助け

合い」（コラム）を読

んで、話し合う。 
 

 

・災害救助に関わる人（自衛隊、消防、警察、赤十字、海上保

安庁）の活動内容についてまとめる。 

・自衛隊の救助状況や医療救護活動内容を知らせながら、救助

活動に従事する人の思いについて考えさせる。 

 

 

・自衛隊が到着するまでに時間かかった理由を考えさせ、大災

害時には公的な救助が得られるまでには、時間がかかること

をおさえる。 

・警察・消防従事者と地域の人々との協力で、多くの人の命を

救うことができた理由について考えさえる。 

 

まとめ 日頃から、地域の人

達とどのように接し

ていけばよいか考え

る。 

・災害時に命を守るために、公助だけでなく、自助や共助の大

切さについて理解させる。 

 

公の助けを得る 

さい害
が い

時に命を救
す く

う仕事  

Ｂ

 題 材 の ね ら い 人の命を救う仕事に従事する人々の活動や地域のつながりを理解させ、地

域社会の一員としての自覚を育てる。 

Ａ
Ｃ 教科等との関連 社会 （４）－イ  

関係の諸機関が相互に連携して、緊急に対処する体制をとっているこ

と。 

 展 開 例 

東北地方太平洋沖地震に対する自衛隊の救助状況（平成２３年３月１４日現在） 

月 日 ３月１１・１２日 ３月１３日・１４日（０５３０現在） 計 

救助者数 ３，２００名 ６，８００名 １０，０００名 

http://www.mod.go.jp/j/press/news/2011/03/14a.html（防衛省・自衛隊 HP） 

Ａ

Ｂ ・東日本大震災日本赤十字社の活動内容：被災地での医療救護活動、災害救援物資の配付をはじめ、

義援金の募集・受付、ボランティア活動、こころのケア、仮設住宅への生活家電セットの寄贈な

ど http://www.jrc.or.jp/shinsai2011/ 

・医療救助に携わったその他の団体：DMAT（各都道府県の災害派遣医療チーム）、医療チーム(日

本医師会のＪＭＡＴ等)、看護師、保健師、薬剤師等 

 Ｃ 地域の人と顔の見える関係づくりのために日頃からできること：地域の清掃活動への参加、お祭り

などの地域行事や伝統行事への参加、地域の防災訓練への参加など 

4 年 社会 4 年 社会 


